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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１デバイスの名称空間の少なくとも一部分を、ファイル・システムを介してアクセス
される第２デバイスの名称空間に移植するための方法であって、前記第１デバイスの名称
空間と前記第２デバイスの名称空間とには、ファイルまたはディレクトリのうちの一方が
関係し、該ファイルまたはディレクトリの前記一方はマウント・ポイント属性を含み、前
記方法が、
　前記第２デバイスの名称空間内のある位置にあるファイルまたはディレクトリの前記一
方にマウント・ポイントを設定するステップであって、前記位置は、前記第１デバイスの
名称空間の少なくとも一部分を前記第２デバイスの名称空間に移植する位置であり、前記
マウント・ポイントが、前記ファイルまたはディレクトリの前記一方に含まれる前記マウ
ント・ポイント属性により定められ、該マウント・ポイント属性がタグと値とを含み、前
記タグが、当該マウント・ポイントを処理するドライバであるマウント・ポイント・ドラ
イバを特定する、ステップと、
　Ｉ／Ｏ要求を、前記マウント・ポイントに関係する前記ファイル・システムによって開
始するステップであって、前記Ｉ／Ｏ要求が、前記マウント・ポイントが関連した少なく
とも１つの名称コンポーネントによって特徴付けられた経路名を含む、ステップと、
を含み、
　前記Ｉ／Ｏ要求を処理する前記ファイル・システムが、前記経路名の解明において前記
名称コンポーネントを検出したとき、該検出された名称コンポーネントに対応するファイ
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ルまたはディレクトリの前記一方の前記マウント・ポイント属性に含まれる前記タグが特
定する前記マウント・ポイント・ドライバが、前記Ｉ／Ｏ要求の完了前に、前記Ｉ／Ｏ要
求を処理する役割を引き受け、
　前記マウント・ポイント・ドライバが、前記検出された名称コンポーネントに対応する
ファイルまたはディレクトリの前記一方の前記マウント・ポイント属性に含まれる前記値
に基づいて、前記第１デバイスの名称空間において前記経路名により指定された情報にア
クセスするためのアクションを開始すること、
を特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法において、前記アクションが、前記Ｉ／Ｏ要求とは異なる、方法。
【請求項３】
　請求項１記載の方法において、ユーザへの表示のため情報をユーザ・インターフェース
に送るステップを含む、方法。
【請求項４】
　請求項１記載の方法において、前記第１デバイスおよび前記第２デバイスの統合名称空
間をユーザに表示するステップを含む、方法。
【請求項５】
　請求項１記載の方法において、前記Ｉ／Ｏ要求を完了するステップを含む、方法。
【請求項６】
　請求項１記載の方法において、前記Ｉ／Ｏ要求は、前記第１デバイス上の情報にアクセ
スする、方法。
【請求項７】
　　請求項１記載の方法において、前記第１デバイス上でアクセスした情報をキャッシュ
して、前記第１デバイスにアクセスせずに、前記キャッシュした情報を検索可能とするス
テップを含む、方法。
【請求項８】
　請求項１記載の方法において、前記キャッシュした情報を格納して、前記第２デバイス
から前記キャッシュした情報を検索可能とする、方法。
【請求項９】
　請求項１ないし８のいずれか１項記載の方法をコンピュータに実行させるコンピュータ
実行可能命令を含むコンピュータ読み取り可能記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（発明の背景）
（発明の分野）
本発明は、１つの記憶媒体の名称空間（namespace）を別の記憶媒体の名称空間に移植す
る（graft）システムおよび方法に関する。更に、特定すれば、本発明は、１つの記憶媒
体の名称空間を別の記憶媒体の名称空間に移植する際に、ユーザまたはプログラムの介入
なしに、アクションの実行を可能とする。
（従来の技術的現状）
機能性コンピュータ・システムは、通常、３つの基本的な構成要素から成る。第１の構成
要素はコンピュータ・ハードウエアであり、第２の構成要素はユーザまたはアプリケーシ
ョン・プログラムであり、第３の構成要素はオペレーティング・システムである。一般に
、コンピュータ・ハードウエアは、中央演算装置（ＣＰＵ）のようなデバイス、ＲＡＭお
よびＲＯＭのようなシステム・メモリ、磁気または光ディスク・ストレージのような大容
量記憶装置、キーボードまたはその他の入力デバイス、ならびにディスプレイまたはその
他の出力デバイスを含む。コンピュータ・システムのユーザは、通常、ユーザ・プログラ
ムまたはアプリケーション・プログラムと双方向処理を行う。このようなプログラムは、
周知のワード・プロセッシング・アプリケーション、スプレッドシート・アプリケーショ
ン、データベース・アプリケーション等を含む。コンピュータのオペレーティング・シス
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テムは、ユーザにアプリケーション・プログラムの実行を開始させるとうような、多くの
機能を実行する。加えて、最近のオペレーティング・システムは、アプリケーション・プ
ログラムとコンピュータ・システムのハードウエアとの間のインターフェースも提供する
。したがって、一旦はアプリケーション・プログラムが直接コンピュータ・システムのハ
ードウエアにアクセスすることが一般的にはなったが、最近のオペレーティング・システ
ムは、標準化され一貫性のあるインターフェースを提供し、ユーザ・アプリケーションが
、標準化にしたがってコンピュータのハードウエアとインターフェースしたり、あるいは
これにアクセスすることが可能となっている。
【０００２】
ユーザ・アプリケーションのようなプロセスと特定の種類のハードウエア・デバイスとの
間に一貫性のあるインターフェースを備えるためには、実際のハードウエアとプロセスと
の間に、いくつかのソフトウエア・レイヤがあるとよい。例えば、あるプロセスはオペレ
ーティング・システムにコールすることができる。一方、オペレーティング・システムは
、ハードウエア・ドライバ・レイヤが提供するサービスを利用することができる。そして
、ハードウエア・ドライバ・レイヤは、直接ハードウエアとインターフェースする。この
ような階層的手法の大きな利点は、残りのレイヤに大きなインパクトを及ぼすことなく、
レイヤの追加や置換が可能なことにある。例えば、システムに新たなハードウエア・デバ
イスを追加する場合、新たなデバイスを追加すれば、オペレーティング・システムはこの
ハードウエアにアクセスすることができる。これらの変更は全て、既存のアプリケーショ
ン・プロセスに対するインパクトを最小に抑えて、またはインパクトを生ずることなく行
うことができる。
【０００３】
多くのオペレーティング・システムは、種々の大容量記憶装置とインターフェースするＩ
／Ｏサブシステムを備えている。このようなＩ／Ｏサブシステムは、Ｉ／Ｏ要求を、当該
Ｉ／Ｏ要求を満たすために実行しなければならないアクションに変換するために必要な多
くの詳細を扱う。これらのアクションの多くは、ファイルからの情報の検索というような
上位概念から、磁気ディスク上の特定の場所への読み取りヘッドの位置付けや、当該特定
の場所からの情報の検索というような下位アクションへの変換要求のために、必要となる
ものである。
【０００４】
最近のコンピュータ・システムでは、通常データは階層的な大容量記憶装置上に格納し、
ツリー構造に似せた階層にディレクトリおよびファイルを編成している。いずれのファイ
ルまたはディレクトリの場所も通常、経路名（path name）で指定する。経路名は、典型
的に、ルート即ち開始ディレクトリから始まり、所望のファイルまたはディレクトリに達
するまでの、後続の各サブディレクトリの名称を示す。例えば、“file.dat”と呼んでい
るファイルは、ディレクトリ“temp”に格納することができ、これは、ルート・ディレク
トリ“root＼.”のサブディレクトリである。file.datにアクセスするには、Ｉ／Ｏ要求
は、適切なファイルを特定しアクセスするために、Ｉ／Ｏサブシステムを特定の場所に導
く経路名を明示的または暗示的に含めばよい。file.datの経路名は、したがって、＼root
＼temp＼file.datとなる。
【０００５】
Ｉ／Ｏサブシステムが、関連する経路名を有するＩ／Ｏ要求を受け取った場合、経路名を
解明し、特定の記憶装置上の特定の場所への変換を可能とし、Ｉ／Ｏ要求を満たせるよう
にしなければならない。経路名は、直接Ｉ／Ｏサブシステムに供給することができ、ある
いは既知の情報に基づいて作成してもよい。あるファイル・システム内におけるファイル
名の解明は、典型的に、多段手順である。通常、ファイル・システムが特定に成功するた
めに必要な、名称付きコンポーネントの全てをデコードする段階から開始する。次に、こ
の手順は、経路名において連続する名称コンポーネントを、通常左から右に識別する繰り
返しプロセスに進む。この手順は、これら名称解明の各々の成功または失敗で終了する。
このように、上述の例では、経路名を連続するコンポーネントに分解し、解明プロセスに
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よって、順番に、ルート・ディレクトリ、tempサブディレクトリ、そしてファイルfile.d
atを特定していく。
【０００６】
　安価で強力なコンピュータの普及により、多くのユーザおよび組織は、ローカル・エリ
ア・ネットワーク（ＬＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）、またはその他
のネットワーク構築技術を利用して、相互接続したコンピュータのネットワークを組み立
て、個々のユーザにデータおよび情報を共有させている。多くの場合、これらのコンピュ
ータ・ネットワークは、多数の記憶装置を有し、多数のユーザによってアクセス可能とな
っている。その結果、個々のユーザは多くの異なる記憶装置へのアクセスを有する場合も
ある。記憶装置の数、および各記憶装置上のディレクトリおよびサブディレクトリの階層
が増大するに連れて、ユーザは彼らのデータを見つけ出し管理するのが一層困難となる。
【０００７】
ボリュームとは、ファイル・システムによってフォーマットし、ファイル・システム経路
またはＩ／Ｏサブシステム内部のデバイス名によってアクセス可能な記憶単位である。ユ
ーザに多数のボリュームが利用可能であり、その各々がディレクトリおよびサブディレク
トリの階層を有する場合、ユーザは個々のボリュームのディレクトリおよびサブディレク
トリ間の相互関係を概念的に把握することが困難となるであろう。これは、当然特定の階
層構造にしたがって編成するような大量のデータは、単一の記憶ボリューム上には全ての
関連データの格納および編成ができなくなる程大きくなるという特異な問題を招く。この
ような状況では、通常、一部のデータを１つのボリュームに格納し、別のデータを他のボ
リュームに格納することが必要となる。このように論理的に関連するデータを多数のボリ
ュームに分割すると、一部のユーザには、一層の困惑および困難が感じられるであろう。
【０００８】
このような欠点（limitation）を多少とも克服するために、記憶装置上のデータの物理的
な編成とは独立した、記憶装置の論理図を提示する機構が開発されている。これらの機構
は、１つの記憶装置の名称空間（namespace）を他の記憶装置の名称空間に移植し、単体
の統一した論理図をユーザに提示しようというものである。
【０００９】
ここで図１を参照し、このような移植プロセスの一例を示す。図１には、２つのボリュー
ム２０および２２を示す。ボリューム２０および２２は、各々、独立したディレクトリ構
造を有する。ボリューム２０のディレクトリ構造を全体的に２４で示し、ボリューム２２
のディレクトリ構造を全体的に２６で示す。ここで用いる場合、ディレクトリ構造および
名称空間は、相互交換可能に用い、特定のボリューム上にあるディレクトリおよびファイ
ルの名称または構造を特定するものとする。ボリューム２０およびボリューム２２は各々
個別のディレクトリ構造を有するが、この例では、論理ディレクトリ構造２８で示すよう
に、単一の統合化したディレクトリ構造をユーザに提示することが望ましい。論理ディレ
クトリ構造２８は、ディレクトリ構造２６をDir4 ３０においてディレクトリ構造２４に
移植することが望ましいことを示す。このような移植を行うと、論理ディレクトリ構造２
８が得られる。
【００１０】
１つの記憶ボリュームの名称空間を別の記憶ボリュームの名称空間に移植するには、多く
の機構が使用可能であるが、「マウント・ポイント」（mount point）と呼ばれる、１つ
の共通した技術がある。マウント・ポイントとは、別の名称空間またはディレクトリ構造
をマウントまたは移植する名称空間位置のことである。したがって、図１では、Dir4 ３
０をマウント・ポイントと定義する。図１では、これは破線の矢印３２で示す。概念的に
は、マウント・ポイント３０を横断するときに、ファイル・システムはボリューム２０の
代わりにボリューム２２にアクセスする。例えば、ユーザに論理ディレクトリ構造２８を
提示する場合、ユーザは、Dir8におけるfile.datにアクセスすることを望み、そのファイ
ルへの経路は、C:＼Dir2＼Dir4＼Dir8＼file.datとして与える。ファイル・システムがこ
の経路名を解明する場合、ファイル・システムは、ボリューム２０にアクセスすることに
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よって、Dir4に対する経路名を解明する。一旦Dir4にアクセスしたなら、しかしながら、
ファイル・システムはDir4をマウント・ポイントとして認識し、ボリューム２２にアクセ
スすることによって、解明プロセスを続ける。本質的に、マウント・ポイントは従来より
一種の特殊ディレクトリとして作用し、他のボリュームの名称空間内のある位置にアクセ
スを方向転換させることができる。
【００１１】
　マウント・ポイントは、基盤の物理的記憶構造とは無関係の論理編成を作成することが
できるが、いくつかの問題も存在する場合がある。例えば、図１のボリューム２２がリム
ーバブル記憶装置である場合、論理ディレクトリ構造２８を介してこのデバイスにアクセ
ス可能となる前に、リムーバブル媒体を検索しマウントしなければならない。典型的に、
これらの工程は、ユーザに論理ディレクトリ構造２８を提示する前に行われる。このよう
な検索およびマウント・プロセスは、例えば、ユーザによってオペレーティング・システ
ムを介して、またはアクセスする前に当該デバイスを検索しマウントしなければならない
ことを知っているプログラムによって起動することが考えられる。ユーザまたはアプリケ
ーション・プロセスにリムーバブル・ボリュームを検索しマウントする負担を強いると、
いくつかの望ましくない結果が生ずる。例えば、どのようにして媒体を検索しマウントす
るのかわかるように、ユーザを訓練しなければならない。アプリケーション・プログラム
に負担を強いると、リムーバブル媒体を検索しマウントしようとするアプリケーション・
プログラム毎に、このような機能性を組み込まなければならない。この結果、大量の冗長
性および手間の繰り返しを生じさせることになる。
【００１２】
　したがって、ユーザに論理ディレクトリ構造を提示し、ユーザまたはアプリケーション
・プログラムがリムーバブル記憶媒体にアクセスしようとする前に実行しなければならな
い、リムーバブル記憶媒体のマウントおよび検索のようなコマンドを不要とすることがで
きるシステムを有することができれば望ましいであろう。また、これらの機能を、手間の
繰り返しを生じさせずに行えれば望ましいであろう。更に、ユーザがどのようにリムーバ
ブル媒体を検索しマウントするか知る必要なく、この結果を得ることが望ましい。
（発明の概要）
　従来の技術的現状における前述の問題は、本発明が克服することに成功した。本発明は
、１つの記憶媒体の名称空間の全部または一部を同じまたは別の記憶媒体の名称空間に移
植する際に、任意のアクションを実行するシステムおよび方法に関するものである。本発
明は、広範囲のシステムを実現し、広範囲の結果を得るために用いることができる。例え
ば、マウント・ポイントを横断するとき、オペレーティング・システムは、Ｉ／Ｏ要求を
完了する前に、自動的に適切な媒体を検索し装填することも可能である。本発明は非常に
ロバスト性が高いので、マウント・ポイントを横断するときに、あらゆる任意のアクショ
ンでも実行可能であり、通常ではＩ／ＯシステムやＩ／Ｏ要求には関連のないアクション
でも実行可能である。
【００１３】
　本発明は、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ（active mount point driver
）を提供する。このドライバは、オペレーティング・システムのＩ／Ｏサブシステムの一
部としてもよい。経路またはファイル名を含むＩ／Ｏ要求を受け取った場合、従来の方法
でこの経路およびファイル経路を解明する。解明プロセスの間にアクティブ・マウント・
ポイントに出くわした場合、制御をアクティブ・マウント・ポイント・ドライバに引き渡
す。すると、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバは、Ｉ／Ｏ要求の完了を進める
ために必要なあらゆるアクションを実行することができる。一旦アクティブ・マウント・
ポイント・ドライバが、Ｉ／Ｏ要求が完了する前に行う必要がある任意の所望のアクショ
ンを完了または開始したなら、Ｉ／Ｏサブシステムの別のコンポーネントに制御を再度引
き渡し、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバのアクションによってＩ／Ｏ要求が
未だ完了していない場合、このＩ／Ｏ要求を完了させることができる。
【００１４】



(6) JP 4279452 B2 2009.6.17

10

20

30

40

50

アクティブ・マウント・ポイント・ドライバは、そのアクションを実行する際、広範囲に
およぶシステム資源、プロセス、ドライバ等を利用することができる。一旦制御をアクテ
ィブ・マウント・ポイント・ドライバに引き渡したなら、アクティブ・マウント・ポイン
ト・ドライバは、システムの資源、プロセス、ドライバ、サブシステム等の全てにアクセ
スすることができる。システムが他のシステムとネットワークを組んでいる即ち接続して
いる場合、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバは、これらのシステム、ならびに
当該システムに関連するあらゆるコンポーネント、サブシステム、プロセス、ドライバ等
にアクセスすることができる。本発明が定義する構造は、ロバスト性が高いので、アクテ
ィブ・マウント・ポイント・ドライバは、アクティブ・マウント・ポイントに出くわした
ときには、望ましいアクションであればいずれでも実行することができる。
【００１５】
アクティブ・マウント・ポイントの機能（capability）の一例として、全てのＣＤをＣＤ
ジュークボックスに統合するディレクトリ階層を作成し、ユーザに表示することができる
。特定のＣＤにアクセスしたいユーザがいれば、単にディレクトリ構造内の適切な場所を
選択するだけでよい。Ｉ／ＯシステムがＣＤへの経路名を解明し始めると、１つ以上のア
クティブ・マウント・ポイントに出くわす可能性がある。これらのアクティブ・マウント
・ポイントは、とりわけ、制御をアクティブ・マウント・ポイント・ドライバに引き渡す
ことができ、次いでアクティブ・マウント・ポイント・ドライバは、ＣＤジュークボック
スにコマンドを発行し、適切なＣＤを選択し装填させることができる。次いで、Ｉ／Ｏ要
求を完了するために、制御をＩ／Ｏサブシステムに引き渡すことができる。ＣＤが音楽を
収容している場合、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバは、一旦ＣＤがマウント
されたならば、マルチメディア・サブシステムにコマンドを発行し、当該ＣＤを演奏し始
めることも可能である。アクティブ・マウント・ポイントに出くわした場合には、その他
のあらゆるアクションも利用可能である。
【００１６】
今述べたシステムを実現するためには、多くの機構が使用可能である。重要な特徴の中に
は、アクティブ・マウント・ポイントを識別可能なこと、およびアクティブ・マウント・
ポイントに出くわしたときに制御をアクティブ・マウント・ポイント・ドライバに引き渡
すことができることである。この移行を行う機構は、効率的であり、しかも一旦アクティ
ブ・マウント・ポイント・ドライバが実行すべきアクションを完了したならば、必要に応
じて、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバから制御を戻せるようでなければなら
ない。加えて、制御をアクティブ・マウント・ポイント・ドライバに引き渡す場合、アク
ティブ・マウント・ポイント・ドライバは、実行すべきアクションを特定即ち選択できな
ければならない。以下で更に詳しく説明するが、どのアクションを完了すべきか決定即ち
選択した場合、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバは、他の資源から他の情報を
収集することができ、あるいは制御を他のドライバまたはプロセスに引き渡してこれらの
決定を行うことができる。本発明の一実施形態は、マウント・ポイントと共に格納してあ
る追加情報を利用して、これらの機能の一部を遂行する。
【００１７】
多くのシステムでは、ディレクトリまたはファイルは、異なるプロパティ（property）ま
たは属性の集合体と見なすことができる。ファイルの共通な属性には、名称属性や、シス
テム、読み取り専用、隠れ（hidden）等のような種々のフラグ属性、およびデータを格納
するためのデータ属性がある。ディレクトリの共通属性には、ディレクトリの名称、可能
性として何らかのセキュリティ情報、当該ディレクタが収容するディレクトリまたはファ
イルを識別するポインタまたはその他の機構等がある。本発明の一実施形態では、追加の
属性をディレクトリまたはファイルに付加することによって、アクティブ・マウント・ポ
イントを作成する。Ｉ／Ｏ要求中にディレクトリまたはファイルに出くわした場合、Ｉ／
Ｏサブシステムはこの追加の属性を識別し、ディレクトリまたはファイルをアクティブ・
マウント・ポイントとして認識することができる。次いで、制御をアクティブ・マウント
・ポイント・ドライバに渡し、次の処理に進むことができる。アクティブ・マウント・ポ
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イント・ドライバは、種々のソースから情報を検索することができ、その中には、ディレ
クトリまたはファイルの１つ以上の属性が含まれる。この情報に基づいて、アクティブ・
マウント・ポイント・ドライバは、実行すべきアクションを決定することができる。一旦
アクティブ・マウント・ポイントがその作業を完了したなら、次いで制御をＩ／Ｏサブシ
ステムに戻し、次の処理に進むことができる。
【００１８】
アクティブ・マウント・ポイント属性は、ファイルおよびディレクトリ双方に追加するこ
とができる。属性は、好ましくは、性質上添加的とし、個々のファイルおよびディレクト
リが、アクティブ・マウント・ポイント属性のステータスに応じて、アクティブ・マウン
ト・ポイントであるか、またはそうでないというようにするとよい。好ましくは、アクテ
ィブ・マウント・ポイント属性は、タグおよびデータ値双方を有する。タグは、アクティ
ブ・マウント・ポイントの「オーナー」であるアクティブ・マウント・ポイント・ドライ
バを識別する際に用いる。通常、アクティブ・マウント・ポイントのオーナーは、当該ア
クティブ・マウント・ポイントに関与するＩ／Ｏ要求の全部または一部を処理する役割を
担う。この構造によって、単一のシステム内に多数のアクティブ・マウント・ポイント・
ドライバを位置付け、各々が異なる目的を達成するように構成することが可能となる。ア
クティブ・マウント・ポイント属性のデータ値は、オーナーによってアクティブ・マウン
ト・ポイント属性に格納する。したがって、オーナーは、アクティブ・マウント・ポイン
ト属性の値を用いて、当該アクティブ・マウント・ポイントに関与する個々のＩ／Ｏ要求
を完了する際に必要なまたは役に立つ、あらゆるデータを格納することができる。このよ
うなデータ値は、どのようなアクションを実行すべきか判断する際に必要な全ての情報を
含むことができ、あるいはどのようなアクションを実行すべきかについて判断する際に必
要な情報を突き止めることをアクティブ・マウント・ポイント・ドライバに可能にするポ
インタまたはその他の情報を含むこともできる。また、アクティブ・マウント・ポイント
の値は、どのようなアクションを実行すべきかについて判断する際に用いるべき、その他
のソフトウエア・エンティティを識別することも可能である。要するに、アクティブ・マ
ウント・ポイント属性の値は、オーナーが制御するので、オーナーはアクティブ・マウン
ト・ポイントにあらゆる望ましい情報を格納することができる。
【００１９】
本発明の一実施形態は、複数の階層状ドライバを有するＩ／Ｏシステムを利用する。アク
ティブ・マウント・ポイント・ドライバは、Ｉ／Ｏシステムのレイヤの１つを形成する。
特定のドライバがあるアクティブ・マウント・ポイント属性を識別すると、このドライバ
はアクティブ・マウント・ポイントのタグおよび値を抽出する。次いで、アクティブ・マ
ウント・ポイントのタグおよび値と共に、Ｉ／Ｏ要求を階層状ドライバの別のものに受け
渡し、あるドライバがそれ自体をアクティブ・マウント・ポイントのオーナーであること
を確認するまで続ける。次いで、オーナーは制御を取得し、Ｉ／Ｏ要求の処理を再開する
。アクティブ・マウント・ポイントのオーナーは、Ｉ／Ｏ要求を完全に処理することがで
き、あるいは他のドライバ、資源、情報、プロセス等を利用してＩ／Ｏ要求を完全に処理
することもできる。状況によっては、オーナーは他のコンピュータまたはシステムも用い
て、Ｉ／Ｏ要求を完全に処理することも可能である。
【００２０】
各アクティブ・マウント・ポイントはタグおよび値双方を有するので、アクティブ・マウ
ント・ポイント機構は、非常に柔軟な構造を備えており、あらゆる数のドライバがあらゆ
る数の機能を遂行するためにも使用可能である。自動的にリムーバブル媒体を装填しマウ
ントするシステムの一例について既に示した。別の例として、アクティブ・マウント・ポ
イントは、通常ではＩ／Ｏシステムとは関連のないアクションを実行することも可能であ
る。例えば、アクティブ・マウント・ポイントは、安全な物理的設備に格納してあるファ
イルの名称空間を、大きなディレクトリ階層に移植するセキュア・ファイル・システム（
secure file system）を実現する際にも使用可能である。個人がセキュア・ファイルの１
つにアクセスする場合、制御をアクティブ・マウント・ポイント・ドライバに引き渡す。
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すると、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバは、特殊な妥当性判断手順を起動し
、ファイルにアクセスしようとしている個人が、それを行う許可を有するか否かについて
判定を行う。例えば、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバは、ファイルにアクセ
スしようとしている個人に対して、別個の挑戦を開始することができる。また、アクティ
ブ・マウント・ポイント・ドライバは、Ｅ－メールまたはその他のメッセージをセキュリ
ティ部署に送り、ある個人がファイルにアクセスしようとしていたことを通知する。ファ
イルがある時間中またはある日にだけアクセスが許可される場合、アクティブ・マウント
・ポイント・ドライバは、日時をチェックし、そのファイルに対するアクセスを許可すべ
きか否かについて判定を行うことができる。この例でわかるように、アクティブ・マウン
ト・ポイント・ドライバは、直接入手可能な情報に基づいて、あるいはアクセスまたは入
手した情報のいずれかに基づいて、あらゆる数のアクションでも実行することができる。
【００２１】
最後の例として、本発明を利用すると、従来では記憶装置の名称空間内には移植できなか
ったものを、記憶装置の名称空間に移植することが可能となる。例えば、マウント・ポイ
ントは、１つの大容量記憶装置のファイル・システム名称空間を、他の大容量記憶装置の
ファイル・システム名称空間に移植するために従来用いられてきた。しかしながら、本発
明では、インターネットまたはイントラネットのウェブ・サイトのような、ファイル・シ
ステム名称空間でないものでも、大容量記憶装置の名称空間に移植することが可能となる
。インターネットは、ユーザ・インターフェースでは、アクティブ・マウント・ポイント
からユーザ・インターフェースに情報を供給することによって、特殊なアイコンで表わす
ことも可能である。ユーザがそのアイコンを開こうとした場合、アクティブ・マウント・
ポイント・ドライバは、インターネットまたはその他のデータ・プロバイダへのアクセス
を行い、ユーザ・インターフェースを介してデータ・プロバイダからユーザに入手可能な
コンテンツに関するフィードバックを提供する。先の例に示したように、本発明は非常に
ロバスト性が高い機構を備えているので、１つのデバイスの名称空間を別のデバイスの名
称空間に移植する際、あらゆる任意のアクションを実行することが可能である。
【００２２】
本発明の付加的な利点は、以下に続く説明に明記してあり、部分的にはその記載から自明
であり、あるいは本発明の実施によって習得することができる。本発明の目的および利点
は、添付した請求の範囲に特定して指摘した手段および組み合わせによって実現し、獲得
することができる。本発明のこれらおよびその他の目的ならびに特徴は、以下の説明およ
び添付した請求の範囲から一層明白となり、あるいは以下に明記する本発明の実施によっ
て習得することができよう。
【００２３】
本発明の先に引用したおよびその他の利点ならびに目的を得る形態について、添付図面に
示すその具体的な実施形態を参照しながら、先に簡単に説明した本発明の更に特定的な説
明を行う。これらの図面は本発明の典型的な実施形態のみを図示するのであり、したがっ
てその範囲を限定するとは見なさないことを理解の上で、添付図面の使用によって、本発
明を更に具体的かつ詳細に記載し説明することとする。
（好適な実施形態の詳細な説明）
以下に、本発明のシステムおよび方法を実現するために用いる実施例の構造または処理の
いずれかを例示するために、図面を用いて本発明について説明する。このように図面を用
いて本発明を提示することは、その範囲の限定として解釈すべきことではない。本発明は
、階層状データ格納のための方法およびシステム双方を念頭に入れている。本発明の実施
形態は、種々のコンピュータ・ハードウエアを備えた特殊目的コンピュータまたは汎用コ
ンピュータから成るものとすることができ、以下で更に詳細に説明する。
【００２４】
また、本発明の範囲に該当する実施形態は、実行可能な命令またはデータ・フィールドが
記憶されているコンピュータ読み取り可能媒体も含む。このようなコンピュータ読み取り
可能媒体は、汎用コンピュータまたは特殊目的コンピュータによってアクセス可能で、か
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つ入手可能なあらゆる媒体とすることができる。一例として、限定ではなく、このような
コンピュータ読み取り可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは
その他の光ディスク・ストレージ、磁気ディスク・ストレージまたはその他の磁気記憶装
置、あるいは所望の事項可能な命令またはデータ・フィールドを格納するために用いるこ
とができ、汎用コンピュータまたは特殊目的コンピュータによってアクセス可能なその他
のあらゆる媒体を含むことができる。前述の組み合わせも、コンピュータ読み取り可能媒
体の範囲に含まれて当然である。実行可能な命令とは、例えば、汎用コンピュータ、特殊
目的コンピュータ、または特殊目的処理装置に、ある種の機能または機能群を実行させる
、命令やデータを含む。
【００２５】
図２および以下の論述は、本発明を実現可能な、適当な計算機環境の端的で全体的な説明
を行うことを意図したものである。本発明は、パーソナル・コンピュータが実行するプロ
グラム・モジュールのような、コンピュータ実行可能命令に全体的に関連して説明するが
、これが必要条件ということではない。一般的に、プログラム・モジュールは、ルーチン
、プログラム、オブジェクト、コンポーネント、データ構造等を含み、特定のタスクを実
行したり、あるいは特定の抽象的なデータ型を実装する。さらに、本発明は、ハンド・ヘ
ルド型デバイス、マルチ・プロセッサ・システム、マイクロプロセッサを用いたまたはプ
ログラム可能な民生用電子機器、ネットワークＰＣ、ミニコンピュータ、メインフレーム
・コンピュータ等を含む、その他のコンピュータ・システム構成とでも実施可能であるこ
とを、当業者は認めよう。また、本発明は、分散型計算機環境においても実施可能であり
、その場合、タスクは、通信ネットワークを通じてリンクしてあるリモート処理デバイス
によって実行する。分散型計算機環境では、プログラム・モジュールは、ローカルおよび
リモート記憶装置双方に位置することができる。
【００２６】
図２を参照すると、本発明を実現するシステム例は、従来のコンピュータ３４の形態の汎
用計算機を含み、演算装置３５、システム・メモリ３６、およびシステム・メモリ３６な
いし演算装置３５を含む種々のシステム・コンポーネントを結合するシステム・バス３７
を含む。システム・バス３７は、種々のバス・アーキテクチャのいずれかを用いたメモリ
・バスまたはメモリ・コントローラ、周辺バス、およびローカル・バスを含む、数種類の
バス構造のいずれでもよい。システム・メモリは、リード・オンリ・メモリ（ＲＯＭ）３
８、およびランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）３９を含む。起動中等においてコンピ
ュータ３４内のエレメント間の情報転送に供する基本ルーチンを収容する基本入出力シス
テム（ＢＩＯＳ）４０は、ＲＯＭ３８に格納しておくことができる。また、コンピュータ
３４は、図示しない磁気ハード・ディスクの読み取りおよび書き込みを行う磁気ハード・
ディスク・ドライブ４１、リムーバブル磁気ディスク４３の読み取りおよび書き込みを行
う磁気ディスク・ドライブ４２、ならびにＣＤ－ＲＯＭまたはその他の光媒体のようなリ
ムーバブル磁気ディスク４５の読み取りおよび書き込みを行う光ディスク・ドライブ４４
も含むことができる。磁気ハード・ディスク・ドライブ４１、磁気ディスク・ドライブ４
２、および光ディスク・ドライブ４４は、ハード・ディスク・ドライブ・インターフェー
ス４６、磁気ディスク・ドライブ・インターフェース４７、および光ディスク・ドライブ
・インターフェース４８によって、それぞれシステム・バス３７に接続してある。これら
のドライブおよびそれに関連するコンピュータ読み取り可能媒体は、コンピュータ読み取
り可能命令、データ構造、プログラム・モジュール、およびコンピュータ３４用のその他
のデータの不揮発性格納を可能にする。ここに記載する環境の一例は、磁気ハード・ディ
スク４１、リムーバブル磁気ディスク４３およびリムーバブル光ディスク４５を採用する
が、磁気カセット、フラッシュ・メモリ・カード、ディジタル・ビデオ・ディスク、ベル
ヌーイ・カートリッジ、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、リード・オンリ・メモ
リ（ＲＯＭ）のような、コンピュータによるアクセスが可能なデータを格納することがで
きる、他の種類のコンピュータ読み取り可能媒体も、動作環境の一例において使用可能で
あることは、当業者には認められよう。
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【００２７】
多数のプログラム・モジュールを、ハード・ディスク、磁気ディスク４３、光ディスク４
５、ＲＯＭ３８またはＲＡＭ３９上に格納することができ、オペレーティング・システム
４９、１つ以上のアプリケーション・プログラム５０、その他のプログラム・モジュール
５１、およびプログラム・データ５２を含む。ユーザは、キーボード５３およびポインテ
ィング・デバイス５４のような入力デバイスによって、コマンドおよび情報をコンピュー
タ３４に入力することができる。他の入力デバイス（図示せず）として、マイクロフォン
、ジョイスティック、ゲーム・パッド、衛星パラボラアンテナ（satellite dish）、スキ
ャナ等を含むことができる。これらおよびその他の入力デバイスは、多くの場合、システ
ム・バス３７に結合してあるシリアル・ポート・インターフェース５５を介して、演算装
置３５に接続しているが、パラレル・ポート、ゲーム・ポートまたはユニバーサル・シリ
アル・バス（ＵＳＢ：universal serial bus）のようなその他のインターフェースによっ
て接続することも可能である。モニタ５６または別の種類の表示装置も、ビデオ・アダプ
タ５７のようなインターフェースを介して、システム・バス３７に接続する。モニタに加
えて、パーソナル・コンピュータは、典型的に、スピーカやプリンタのような、その他の
周辺出力デバイス（図示せず）を含む。
【００２８】
コンピュータ３４は、リモート・コンピュータ５８のような１つ以上のリモート・コンピ
ュータへの論理接続を用いて、ネットワーク環境で動作することも可能である。リモート
・コンピュータ５８は、パーソナル・コンピュータ、サーバ、ルータ、ネットワークＰＣ
、ピア・デバイス、またはその他の一般的なネットワーク・ノードとすることができ、典
型的に、コンピュータ３４に関して先に記載したエレメントの多くまたは全てを含むが、
メモリ記憶装置５９だけを図２に示す。図２に示す論理接続は、ローカル・エリア・ネッ
トワーク（ＬＡＮ）６０およびワイド・エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）６１を含み、こ
こでは、例示のためにこれらを提示するが、限定ではない。このようなネットワーク環境
は、事務所の企業規模のコンピュータ・ネットワーク、イントラネットおよびインターネ
ットでは一般的である。
【００２９】
ＬＡＮネットワーク環境で用いる場合、コンピュータ３４は、ネットワーク・インターフ
ェースまたはアダプタ６２を介して、ローカル・ネットワーク６０に接続する。ＷＡＮネ
ットワーク環境で用いる場合、コンピュータ３４は典型的にモデム６３またはインターネ
ットのようなワイド・エリア・ネットワーク６１を通じて通信を確立するその他の手段を
含む。モデム６３は、内蔵型でも外付け型でもよく、シリアル・ポート・インターフェー
ス５３を介してシステム・バス３７に接続する。ネットワーク環境では、コンピュータ３
４に関連して図示したプログラム・モジュールまたはその一部を、リモート・メモリ記憶
装置５９に格納することも可能である。図示のネットワーク接続は一例であり、コンピュ
ータ間に通信リンクを確立するその他の手段も使用可能であることは認められよう。
【００３０】
ここで図３を参照して、クライアント・プロセスと、Ｉ／Ｏ要求を処理するための複数の
ドライバ手段を用いるＩ／Ｏシステムを有するオペレーティング・システムとの間の双方
向処理の簡略化した図を示す。この図は、例えば、Microsoft Windows NTオペレーティン
グ・システムを表わす。図３の図は、Ｉ／Ｏ要求を処理する複数のドライバ手段を用いる
、あらゆるオペレーティング・システムも代表することができる。Ｉ／Ｏシステムにおい
てＩ／Ｏ要求を処理するために階層状ドライバ手段を用いることにより、多くの利点が得
られる。このようなアーキテクチャから得られる利点の１つは、特定の目的のために特注
した追加のドライバ手段を挿入可能なことである。以下で更に詳しく提示するが、本発明
の一実施形態は、このような階層状アーキテクチャを利用することもでき、Ｉ／Ｏシステ
ム内のレイヤの１つとして、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ手段を含むこと
ができる。以下の図３に関する論述は、このような実施形態に対して説明することを意図
するものである。
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【００３１】
図３において、クライアント・プロセス６６は、オペレーティング・システム・サービス
６８を利用して、Ｉ／Ｏ要求を実行する。これは、典型的に、クライアント・プロセス６
６が、オペレーティング・システムが提供するアプリケーション・プログラム・インター
フェース（ＡＰＩ）機能にコールすることによって行われる。適切なＡＰＩ機能をコール
すると、その結果として、オペレーティング・システム・サービス６８にコールすること
になる。このようなコールを矢印７０で示す。
【００３２】
　図３において、クライアント・プロセス６６は、「ユーザ」モードで動作するものとし
て示してあり、オペレーティング・システム表面は「カーネル」モードで動作するものと
して示している。最近のオペレーティング・システムは、典型的に、種々のアプリケーシ
ョン・プログラムおよび直感的ユーザ・インターフェースに対してロバストな環境を備え
ている。このようなオペレーティング・システムは、通常、当該オペレーティング・シス
テムの精巧性レベル、およびオペレーティング・システムが実現するセキュリティ機能に
応じて、異なる動作レベル即ち「モード」を有する。通常のアプリケーション・プログラ
ムは、典型的に、最も低い優先度で走り、適所にセキュリティ・デバイスの完全な補体（
complement）を有し、他のアプリケーションまたはオペレーティング・システムの他の層
との干渉を禁止している。ハードウエアおよびオペレーティング・システムが提供するサ
ービスには、インターフェースまたは機構を介してのみアクセスされ、これらの制御によ
って、ユーザ・モードにおけるユーザ・アプリケーションまたはその他のプロセスがシス
テムを「クラッシュ」する可能性を抑えるようにしている。この優先度が最も低いモード
を、典型的に、ユーザ・モードと呼び、殆どのコンピュータ・ユーザになじみの深いモー
ドである。ドライバとそれらの関連するハードウエアとの緊密な統合のため、そして多く
のドライバが実行するタスクの時間重要性（time critical nature）のために、ドライバ
は典型的にオペレーティング・システム・モードで走る。これは、かなり高めの優先度お
よびかなり低めのセキュリティ保護を有する。このモードを通常「カーネル」モードと呼
ぶ。ドライバおよびその他のオペレーティング・システム・サービスをカーネル・モード
に置くことによって、オペレーティング・システムを実行する優先度を高め、ユーザ・モ
ードでは不可能な多くの機能を実行することが可能となる。
【００３３】
クライアント・プロセス６６がオペレーティング・システム・サービス６８をコールしＩ
／Ｏ要求を実行する場合、Ｉ／Ｏ要求を処理する第１ドライバ手段にＩ／Ｏ要求を渡す。
図３では、ファイル・システム・ドライバ７２およびデバイス・ドライバ７４が、Ｉ／Ｏ
要求を処理するドライバ手段の例を表わす。Ｉ／Ｏ要求を第１ドライバ手段に渡す動作は
、図３では、例えば矢印７６で示している。次に、ファイル・システム・ドライバ７２は
、Ｉ／Ｏ要求を取得し、全体的にＩ／Ｏ要求の部分的処理を実行し、その後このＩ／Ｏ要
求を次のドライバに渡す。
【００３４】
一例として、クライアント・プロセス６６がディスク上の特定のファイルを開き、このフ
ァイルから情報を検索しようとしていると仮定する。Ｉ／Ｏ要求は、クライアント・プロ
セス６６からオペレーティング・システム・サービス６８に渡り、更にファイル・システ
ム・ドライバ７２に移る。ファイル・システム・ドライバ７２は、次に、Ｉ／Ｏ要求をフ
ァイル名からディスク上の特定の場所に変換する。変換プロセスは、その特定の場所にお
けるディスクの読み出しまたは書き込みを行うべきデータ・ブロックの数も含むことがで
きる。次に、この情報を、例えば、デバイス・ドライバ７４のような次のドライバに渡す
ことができる。デバイス・ドライバ７４が要求する情報を渡すプロセスは、図３では矢印
７８および８０で示す。デバイス・ドライバ７４は、読み取りまたは書き込み対象のデー
タ・ブロックの場所および数を取り込み、それらを適切な制御信号に変換し、ハードウエ
ア・デバイス８２から所望の情報を検索するか、あるいは所望の情報を格納する。次に、
検索したデータは、デバイス・ドライバ７４からファイル・システム・ドライバ７２に渡
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し、最終的に、戻り矢印８４で示すように、クライアント・プロセス６６に戻すことがで
きる。ステータス情報も同様に戻すことができる。
【００３５】
図３では、Ｉ／Ｏ要求は、ファイル・システム・ドライバ７２とデバイス・ドライバ７４
との間で直接受け渡すことはない。代わりに、Ｉ／Ｏマネージャ８６を介してドライバ間
でＩ／Ｏ要求を受け渡す。しかしながら、Ｉ／Ｏマネージャは全ての実施態様において必
ずしも必要な訳ではない。Ｉ／Ｏ要求を直接１つのドライバから別のドライバに渡すよう
な実施形態も存在するであろう。
【００３６】
次に図４を参照し、本発明の一実施形態の上位図を示す。この実施形態は、本発明のいく
つかの基本概念を示し、限定ではなく一例として与えるものである。即ち、この実施形態
は、アクティブ・マウント・ポイントに関連するいくつかの基本概念を示す。マウント・
ポイントとは、別の名称空間またはディレクトリ構造をマウントまたは移植すべき名称空
間位置のことである。マウント・ポイントは、移植先の名称空間への接合部として作用す
る。アクティブ・マウント・ポイントによって、これを横断するときに、アクションを移
植先の名称空間に取り込むことが可能となる。本発明では、マウント・ポイントは、１つ
のデバイスの名称空間から他のデバイスの名称空間の全部または一部への接合部を与える
ために用いることができる。加えて、マウント・ポイントは、単一のデバイスにおいて、
名称空間の一部分から名称空間の別の部分への接合部を備えるためにも使用可能である。
したがって、この例は１つのデバイスの名称空間から別のデバイスへの移植を示すが、同
じ原理は、あるデバイスの名称空間の一部分を、このデバイスの名称空間の別の部分に移
植するときにも適用できる。
【００３７】
図４に示す実施形態では、ＣＤジュークボックス８８に一連のＣＤを装填してある。アク
ティブ・マウント・ポイント技術を用いるＩ／Ｏサブシステムは、個々のＣＤの名称空間
を、ハードウエア・デバイス９０のような別のハードウエア・デバイスの名称空間全体に
移植してある。移植プロセスの結果得られた論理名称空間の部分的な表示を、図４におい
て９２として示す。この例では、ディレクトリ“my jukebox”は４つのサブディレクトリ
を有し、各々ＣＤジュークボックス８８内の１枚のＣＤを表わす。図４では、これらのＣ
Ｄを、“Hit of the Day”、“Encyclopedia”、“Current Events”、および“Baseball
”として示す。論理名称空間は、図４では９４として示す、プログラム１およびプログラ
ム２というような種々のユーザ・モード・プログラムに利用可能とすることができる。
【００３８】
ユーザ・モード・プログラム９４は、Ｉ／ＯサブシステムからＩ／Ｏ要求を行うあらゆる
プログラムとすることができる。例えば、ユーザ・モード・プログラムの１つは、Micros
oft Windows Explorerプログラムのような、ユーザに論理名称空間を表示するプログラム
とすればよい。このようなプログラムは、ユーザが論理名称空間を詳しく調べ、ディレク
トリまたはファイル上で種々の機能を実行することを可能にする。このようなアクション
の１１つに、プログラム実行の開始がある。この例では、恐らくユーザはＣＤジュークボ
ックス８８内にあるＣＤの１枚にアクセスしたいのであろう。ユーザは、このようなアク
ションを実行するには、ユーザに表示してある対応する名称を活性化すればよい。すると
、名称を活性化するプロセスは、適切なデバイスの経路名を用いて、Ｉ／Ｏサブシステム
へのＩ／Ｏ要求を開始する。
【００３９】
　この例の目的のために、“Hit of Day”ＣＤは音楽ＣＤであり、“Encyclopedia”ＣＤ
、“Current Events”ＣＤ、および“Baseball”ＣＤはデータＣＤであると仮定する。“
Current Events”ＣＤの場合、更に、このＣＤはオンライン・データ・サービスにアクセ
スし、“Current Events”ＣＤ上の情報を更新することができると仮定する。第１の例と
して、ユーザは“Hit of the Day”ＣＤを活性化したと仮定する。Ｉ／Ｏ要求がＩ／Ｏサ
ブシステムに渡されると、Ｉ／Ｏサブシステムは、このＩ／Ｏ要求に付随する経路名の解
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明を始める。Ｉ／Ｏシステムは、例えば、ハードウエア・デバイス９０から、解明プロセ
スの間情報を検索する。“Hit of the Day”の名称をハードウエア・デバイス９０上でチ
ェックしたなら、Ｉ／Ｏサブシステムは、アクティブ・マウント・ポイントを横断したこ
とを認識する。次に、ハードウエア・デバイス９０上に格納してあるアクティブ・マウン
ト・ポイント内の情報を抽出し、制御をアクティブ・マウント・ポイント・デバイス９６
に渡すことができる。アクティブ・マウント・ポイント・デバイス９６は、ユーザが“Hi
t of the Day”ＣＤにアクセスしようとしていたことを認識し、適切なアクションを実行
する。この場合、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ９６は、メディア・サービ
ス・ドライバ９８を用いて、“Hit of the Day”ＣＤをＣＤジュークボックス８８に装填
することができる。一旦“Hit of the Day”ＣＤをＣＤジュークボックス８８に装填した
なら、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ９６は、自動的に“Hit of the Day”
ＣＤを演奏する工程に進むことができる。このような工程は、メディア・サービス・ドラ
イバ９８および／または別個のオーディオ・レンダリング・ドライバ（audio rendering 
driver）および関連するハードウエアの使用を必要とすることがある。これを図４におい
て、例えば、他のドライバ１００および他のデバイス／システム１０２で示す。これらの
ドライバによるＣＤジュークボックス８８への直接アクセスを破線の矢印１０４で示す。
アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ９６がＣＤを装填するために用いる機構は、
媒体を実装する手段の一例である。メディア・サービス・ドライバ９８が当該プロセスの
一部である場合、メディア・サービス・ドライバ９８はこのような手段の一部をなす場合
もあり得る。
【００４０】
他の例として、ユーザが“Current　Events”ＣＤにアクセスしたと仮定する。以前と同
様に、Ｉ／ＯサブシステムがこのＣＤに関連するアクティブ・マウント・ポイントを横断
したときに、制御がアクティブ・マウント・ポイント・ドライバ９６に移る。アクティブ
・マウント・ポイント・ドライバ９６は、メディア・サービス・ドライバ９８を利用して
適切なＣＤを装填する。しかしながら、この場合、アクティブ・マウント・ポイント・ド
ライバ９６は、オンライン・データ・サービスにアクセスし、ユーザに更新を与える工程
も実行することもあり得る。
【００４１】
前述の例では、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ９６は、Ｉ／Ｏサブシステム
が提供する情報に基づいて実行すべきアクションを決定することができた。他の状況では
、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ９６は、他の情報、ドライバ、プロセス、
システム等を頼りに、情報を提供するか判断を行う機能を備えなければならない場合もあ
る。図４では、例えば、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ９６は、環境変数１
０６から情報を受ける場合もある。環境変数１０６は、日時、ＣＤジュークボックス８８
に現在装填中のＣＤ、またはその他の何らかの種類の情報というような、システム上で利
用可能な情報を表わす。このような環境変数は、Ｉ／Ｏサブシステムによって、マウント
・ポイント・ドライバ９６へ渡される情報の一部として供給することも可能である。アク
ティブ・マウント・ポイント・ドライバ９６が、実行すべきアクションについて決定する
際、その補助として他のドライバ、プロセス、システム等を必要とする場合、制御を渡す
ことができ、あるいは適切なデバイスまたはコンポーネントから情報を要求することがで
きる。
【００４２】
図４では、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ９６は、他のドライバ１００によ
って、他のデバイス１０２にアクセスすることも可能である。加えて、アクティブ・マウ
ント・ポイント・ドライバ９６は、専用マウント・ポイント・プログラム１０８のような
関連するプロセスに制御を引き渡したり、あるいはこれから指示または情報を受けること
も可能である。プログラム１０８は専用マウント・ポイント・プログラムとして示してい
るが、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ９６は、アクティブ・マウント・ポイ
ントの処理のみを専用とするのではないプログラムまたはプロセスも利用可能である。ア



(14) JP 4279452 B2 2009.6.17

10

20

30

40

50

クティブ・マウント・ポイントに出くわしたときに実行するアクションまたは複数のアク
ションに関する決定に供するこれらの実体のいずれにおいても、そのロジックは、アクシ
ョンを選択する手段の一例である。
【００４３】
図４では、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ９６、メディア・サービス・ドラ
イバ９８、およびその他のドライバ１００は、全てＩ／Ｏ要求を処理するドライバ手段の
例である。図４では、実施態様によっては、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ
９６は、Ｉ／Ｏサブシステムの一部としたり、異なるサブシステムの一部としたり、ある
いはそれ自体のソフトウエア・サブシステムとする場合もあり得る。
【００４４】
図４の実施形態に示すように、アクティブ・マウント・ポイントに出くわした場合、１つ
のドライバからアクティブ・マウント・ポイント・ドライバに制御を移管する。したがっ
て、本発明の範囲内に該当する実施形態は、受け取ったＩ／Ｏ要求を処理する制御を第１
ドライバ手段から第２ドライバ手段に移管する手段を備えることができる。次に図５を参
照し、このような手段を実現するために用いる一機構の例の基本概念を提示する。図５は
、例えば、Ｉ／Ｏ処理を実行する複数のドライバ手段を利用するＩ／Ｏシステムを示す上
位概念図を示す。クライアント・プロセス１１０は、Ｉ／Ｏ要求を行い、矢印１１４で示
すように、最終的にオペレーティング・システム・サービス１１２に転送する。図５に示
すＩ／Ｏシステムは、Ｉ／Ｏ処理を実行する複数のドライバ手段を備えている。限定では
なく一例として、図５では、このようなドライバ手段は、レイヤ１ドライバ１１６、レイ
ヤ２ドライバ１１８、およびレイヤＮドライバ１２０で示す。
【００４５】
Ｉ／Ｏ要求はドライバ間で受け渡しされるので、本発明の範囲に該当する実施形態は、１
つのドライバ手段から他のドライバ手段にＩ／Ｏ要求を受け渡す手段を備えることができ
る。一例として、図５では、このような手段は矢印１２２および１２４で示し、１つのド
ライバから他のドライバに直接受け渡すＩ／Ｏ要求を示す。このような手段は、Ｉ／Ｏ要
求の１つのドライバから他のドライバへの移管を処理するＩ／Ｏマネージャを備える場合
もある。このようなＩ／Ｏマネージャは図５のＩ／Ｏマネージャ１２６とすることができ
る。他の組み合わせも用いることができる。本質的に、１つのドライバ手段から他のドラ
イバ手段にＩ／Ｏ要求を移管することを可能にする機構であれば、そのいずれもが、Ｉ／
Ｏ要求を１つのドライバから他のドライバに受け渡す手段として使用するのに適している
であろう。
【００４６】
図５では、Ｉ／Ｏマネージャ１２６は、クライアント・プロセス１１０から受け取ったＩ
／Ｏ要求を、レイヤ１ドライバ１１６に送出する。このようなＩ／Ｏ要求は、適切な情報
を適切なドライバに転送するＩ／Ｏマネージャまたはその他のいずれかの機構がコールす
る関数またはサービスの形態を取ることができる。Microsoft　Windows　NTでは、例えば
、メッセージ・ドリブン機構を用いて、Ｉ／Ｏシステムの種々のドライバ間で通信を行う
。このシステムでは、Ｉ／Ｏ要求が発生すると、Ｉ／ＯマネージャはＩ／Ｏ要求パケット
（ＩＲＰ）を作成し、ＩＲＰを適切なドライバに送る。Ｉ／Ｏ要求を処理し他のドライバ
に送出するに連れて、情報がＩＲＰに追加され、このＩＲＰを次のドライバに渡すことが
できる。加えて、新たなＩＲＰを作成し次のドライバに送ることも可能である。ある状況
では、ＩＲＰは、次のドライバに渡す前に、変更または「変形」（transmogrify）するこ
とも可能である。Microsoft　Windows　NTでは、Ｉ／Ｏマネージャは、ドライバ間でＩＲ
Ｐを転送する役割を担う。他のシステムでは、他の機構を用いる場合もある。このような
実施態様の詳細は、設計選択事項と考えられ、本発明には重要ではない。
【００４７】
ここで図５を参照すると、Ｉ／Ｏ要求は、矢印１２２で示すように、種々のドライバを介
して送出され、各ドライバは、いずれかの要求された処理を実行し、次いでＩ／Ｏ要求を
次のドライバに送出する。図５は各ドライバが順番にＩ／Ｏ要求を受け取ることを示すが
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、実施形態によっては、あるドライバを飛ばし、Ｉ／Ｏ要求を処理するのに必要なドライ
バのみが実際にＩ／Ｏ要求を処理するようにした方が望ましい場合もあることを注記して
おく。
【００４８】
本発明の一実施形態では、複数のドライバを用いてＩ／Ｏ処理を実行する場合、アクティ
ブ・マウント・ポイント属性を有するファイルまたはディレクトリに出くわしたときに、
Ｉ／Ｏ処理を処理する通常のシーケンスを中断する機構が存在する。この場合、制御を他
のドライバに渡し、アクティブ・マウント・ポイントに関連するＩ／Ｏ要求を処理すべき
か否かについて判断を下す。したがって、本発明の範囲に該当する実施形態は、Ｉ／Ｏ要
求の処理を中断する手段を備えることができる。図５では、このような手段は、例えば、
レイヤＮドライバ１２０に組み込むことができる。本発明のこの実施形態では、アクティ
ブ・マウント・ポイント属性を有するファイルまたはディレクトリに出くわした場合、通
常の処理のシーケンスを中断する。
【００４９】
アクティブ・マウント・ポイント属性を認識した場合、Ｉ／Ｏ要求を処理する通常のシー
ケンスを保留とし、Ｉ／Ｏ要求の処理を完了する工程に移る。これらの工程は、Ｉ／Ｏ要
求を処理する制御を異なるドライバに移管し、アクティブ・マウント・ポイントに対する
Ｉ／Ｏ要求の処理に、当該ドライバが参加できるようにすることを伴う。したがって、本
発明の範囲内に該当する実施形態は、１つのドライバ手段から他のドライバ手段に、受け
取ったＩ／Ｏ要求を処理する制御を移管する手段を含むことができる。Ｉ／Ｏ要求の処理
がアクティブ・マウント・ポイントを識別した場合に、Ｉ／Ｏ要求を処理するドライバか
ら他のドライバに制御を移管するあらゆる機構が、利用可能である。図５では、このよう
な機構は、例えば、矢印１２８によって示しており、これは、Ｉ／Ｏ要求の処理中にアク
ティブ・マウント・ポイントに出くわした場合に、レイヤＮドライバ１２０からレイヤ１
ドライバ１１６にＩ／Ｏ要求を処理する制御を移管することを示す。以下で更に詳細に説
明するが、１つのドライバから他のドライバに制御を移管する機構は、ある情報も転送し
、制御を引き受けたドライバが、アクティブ・マウント・ポイントに関与するＩ／Ｏ処理
を適正に処理できるようにするとよい。したがって、本発明の範囲内に該当する実施形態
は、１つのドライバから他のドライバに情報を受け渡す手段も備えるとよい。
【００５０】
　図５に示した実施形態では、レイヤ１ドライバ１１６は、アクティブ・マウント・ポイ
ントに関与するＩ／Ｏ要求を処理する役割を担うアクティブ・マウント・ポイント・ドラ
イバを表わす。一旦レイヤ１ドライバ１１６が制御を引き受けると、レイヤ１ドライバ１
１６は、アクティブ・マウント・ポイントに関与するＩ／Ｏ要求を更に処理するために、
あらゆる適切なアクションを実行することができる。実行可能なアクションのいくつかの
例は、既に図４に関連付けて論じ更にそれ以外でも論じた。図５における実施形態は、簡
略化した実施形態を表わし、レイヤ１ドライバ１１６は、他のエンティティを利用して、
Ｉ／Ｏ要求を処理する間に完了すべきあるアクションを実行する。図５では、これらのエ
ンティティは、例えば、他のエンティティ・ブロック１３０によって表わしてある。矢印
１３２は、レイヤ１ドライバ１１６と他のエンティティ１３０との間で受け渡す制御およ
び情報を表わす。他のエンティティ１３０は、例えば、他のドライバ、他のシステム、種
々のデータ・ソースおよびデータ・パイプ、ユーザ・モードまたはカーネル・モード・プ
ロセス、システム・サービス等を表わすことができる。また、レイヤ１ドライバ１１６は
、矢印１３４で示すように、以前のドライバのいずれでも利用可能である。矢印１３４は
、例えば、Ｉ／ＯサブシステムがＩ／Ｏ要求の処理を再開する前に、開始または完了しな
ければならないいずれかのアクティブ・マウント・ポイント・アクションをレイヤ１ドラ
イバ１１６が一旦実行した場合に、通常のＩ／Ｏ処理に制御を戻すことを表わす。Ｉ／Ｏ
要求が完了した場合、矢印１３８で示すように、結果をクライアント・プロセスに戻すこ
とができる。
【００５１】
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レイヤＮドライバ１２０は、記憶装置１３６上でアクティブ・マウント・ポイントに出く
わしたときを認識することを注記しておく。アクティブ・マウント・ポイント属性の詳細
およびこれらがどのようにしてファイルまたはディレクトリの一部となるかについては、
以下で更に詳細に示す。アクティブ・マウント・ポイントは、Ｉ／Ｏ要求のＩ／Ｏ処理に
おけるいずれの時点でも出くわし得ることを認めるのは重要である。しかしながら、通常
このようなマウント・ポイントは、前述のような名称解明プロセスにおいて出くわす。更
に、ディレクトリ階層において多数のマウント・ポイントを用いて多数の名称空間を単一
の論理名称空間に移植する場合、アクティブ・マウント・ポイントは、以前のマウント・
ポイントを介してアクセスしたデバイス上で出くわす場合もある。言い換えると、名称解
明プロセスは、経路名の解明を進める際に、１つの記憶装置から、アクティブ・マウント
・ポイントに出くわした第２の記憶装置に導くことができる。
【００５２】
最近のオペレーティング・システムでは、ファイルおよびディレクトリは、単に「属性」
の集合体と考えることができる。属性とは、その最も抽象的なレベルにおいては、単にデ
ータ格納位置のことである。異なる属性を用いて、ファイルまたはディレクトリの異なる
プロパティを識別したり、あるいはファイルまたはディレクトリを扱わなければならない
オペレーティング・システムおよびその他のプロセスが当該ファイルまたはディレクトリ
に関するある情報を知ることができるような、異なる種類または量の情報を保持するため
に用いる。例えば、ファイルは、プロセスに当該ファイルを識別させる名称属性、および
当該ファイルに格納してあるデータを含むデータ属性を収容することができる。ファイル
は、ファイルにアクセスできる人およびその方法を示すセキュリティ属性、タイム・スタ
ンプ属性、ファイルが格納されているディレクトリを識別する属性のような、あらゆる数
の他の属性でも有することができる。ディレクトリは、同様の種類の属性を収容すること
ができるが、ディレクトリは、典型的には、ユーザが大量のデータを格納できるデータ属
性を含まない。本発明のある種の実施形態では、アクティブ・マウント・ポイント属性を
ファイルまたはディレクトリに追加することによって、アクティブ・マウント・ポイント
を識別する。このような属性はファイルまたはディレクトリのいずれかに追加することが
できるが、マウント・ポイントは、典型的に、他のデバイスの名称空間にリンクする特殊
な種類のディレクトリとして考えられる。しかしかがら、完全を期すため、本発明は、ア
クティブ・マウント・ポイント属性をファイルまたはディレクトリのいずれかに追加する
ことに言及する。
【００５３】
これより図６を参照し、本発明と共に用いて好適なファイルまたはディレクトリのいずれ
かに対する属性の図表を示す。これらの属性は、具体的にはMicrosoft　Windows　NTのた
めに開発したＮＴＦＳファイル・システムが用いる属性の変更リストを表わす。ＮＴＦＳ
ファイル・システムについては、Microsoft Press（マイクロソフト・プレス社）発行のH
elen Custer（ヘレン・カスター）によるInside the Windows NT File System（Windows 
NTファイルシステムの内側）に詳細に記載されており、この言及によりその内容は本願に
も含まれるものとする。図６では、ファイルまたはディレクトリを構成する属性は、２つ
の基本的なグループに分割することができる。第１基本グループは、全体的に１４０で示
してあり、ファイルおよびディレクトリ双方に共通の属性を表わす。１４２で示す第２基
本グループは、あるファイル（左側に示す）またはディレクトリ（右側に示す）に特定の
属性を含む。図６は、限定ではなく一例として与えたものであって、システムが使用する
属性のいずれの集合体でも、アクティブ・マウント・ポイント属性に格納されている情報
が適切なドライバによって識別し検索できるのであれば、本発明との使用に適していると
考えられる。
【００５４】
属性１４０は、標準情報属性１４４、属性リスト１４６、名称属性１４８、セキュリティ
記述属性１５０、アクティブ・マウント・ポイント属性１５２、およびその他のシステム
属性１５４から成る。標準情報属性１４４は、読み取り専用、読み取り／書き込み、隠れ
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等、ファイルに対する標準的な「ＭＳ－ＤＯＳ」属性、ファイルまたはディレクトリのタ
イム・スタンプ、および当該ファイルを指し示すディレクトリ数を表わす。属性リスト１
４６は、ファイルまたはディレクトリが、マスタ・ファイル・テーブルに記録されている
１つの記憶レコード以上を占める場合に、ＮＴＦＳがファイルまたはディレクトリを構成
する追加の属性の場所を識別するために用いる属性である。マスタ・ファイル・テーブル
は、ファイルまたはディレクトリの常駐属性全てを格納してある場所である。名称属性１
４８は、ファイルまたはディレクトリの名称である。ファイルまたはディレクトリは、Ｎ
ＴＦＳ内に多数の名称属性を有することができ、例えば、長い名称、短いＭＳ－ＤＯＳ名
称等がある。セキュリティ記述子属性１５０は、Windows　NTが、ファイルまたはディレ
クトリを所有する者およびそれにアクセスできる者を指定するために用いるデータ構造を
含む。これらの属性については、Inside the Windows NT File Systemに更に詳しく記載
されている。
【００５５】
アクティブ・マウント・ポイント属性１５２は、本発明によって追加した新たな属性であ
る。アクティブ・マウント属性１５２は、特定のファイルまたはディレクトリを、特定の
ドライバによる特殊な処理に必要なアクティブ・マウント・ポイントとして識別する。こ
のアクティブ・マウント・ポイント属性は、２つの目的を達成可能にする十分な情報を含
むことが好ましい。第１の目的は、当該アクティブ・マウント・ポイントを処理すべき特
定のドライバ（アクティブ・マウント・ポイントのオーナー）を識別できなければならな
いことである。加えて、最大の柔軟性を得るためには、アクティブ・マウント・ポイント
のオーナーは、後にオーナーが用いてアクティブ・マウント・ポイントを正しく処理する
ことができるように、アクティブ・マウント・ポイントに関連するデータを格納できるこ
とが好ましい。アクティブ・マウント・ポイントに関するこれ以上の情報を以下に与える
。他のシステム属性１５４は、ファイルまたはディレクトリと共に格納する他のいずれの
システム属性を代表する。
【００５６】
グループ１４２のファイル属性は、データ属性１５６および１５８、ならびにその他の属
性１６０から成る。ファイルは、典型的に、１つ以上のデータ属性を有する。データ属性
１５６および１５８は、ユーザ制御データを格納することができる場所を表わす。殆どの
システムにおけるファイルは、単一のデータ属性を備えている。しかしながら、ＮＴＦＳ
では、多数のデータ属性が許される。ＮＴＦＳでは、ファイルは１つの無名の属性を有し
、残りのデータ属性は全て名称のあるデータ属性である。データ属性に関するこれ以上の
情報は、Inside the Windows NT File Systemにおいて見出すことができる。他の属性１
６０は、ユーザまたはユーザ・プロセスが作成し格納する、その他のユーザ属性を代表す
る。これらの属性は、ユーザが望むいずれの関数にも使用可能である。
【００５７】
ディレクトリ属性は、例えば、インデックス・ルート属性１６２、インデックス割り当て
属性１６４、ビットマップ属性１６６、およびその他の属性１６８から成るものとするこ
とができる。これらの属性に関するこれ以上の情報は、先に言及し本願にも含まれるもの
とした、Inside the Windows NT File Systemにおいて見出すことができるが、本質的に
、インデックス・ルート属性１６２は、ディレクトリが収容するファイルに対するインデ
ックスを収容し、インデックス割り当て属性１６４はデータ・ブロックまたは「クラスタ
」マッピングに関する情報を収容し、ビットマップ属性８２は、どのクラスタが使用中で
ありどのクラスタが空いているかを追跡する。その他の属性１６８によって示すように、
その他の属性もディレクトリの一部として定義し、格納することが可能である。
【００５８】
これまでの論述は、特定の形式のファイルまたはディレクトリに関していくらか詳細な部
分にまで入り込んだが、これは例示に過ぎず、本発明の範囲を限定するものとして解釈す
べきではない。本発明は、ファイルまたはディレクトリの既存の属性にアクティブ・マウ
ント・ポイントを追加した、いずれの形式のファイルまたはディレクトリとでも機能する
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ものである。あるいは、既存の属性を利用し、アクティブ・マウント・ポイント属性情報
を格納し、したがってファイルまたはディレクトリ内の既存の属性数を増大させることな
く、アクティブ・マウント・ポイント属性を含ませる方法を等価的に得ることも可能な場
合もある。
【００５９】
アクティブ・マウント・ポイント属性１５２は、マウント・ポイントを識別可能にする情
報を格納し、マウント・ポイントは当該マウント・ポイントのオーナーが処理することが
好ましい。したがって、これらの目標の達成を可能にするいずれの情報の組み合わせでも
、アクティブ・マウント・ポイント属性１５２に用いることができる。一実施形態では、
アクティブ・マウント・ポイント属性として、リパーズ・ポイント属性（reparse point 
attribute）を用いる。リパーズ・ポイント属性、およびこれらをどのように用いてＩ／
Ｏ要求の処理を中断し制御を他のドライバに移管して処理するかに関するこれ以上の情報
は、FILE SYSTEM PRIMITIVE ALLOWING REPROCESSING of I/O REQUESTS BY MULTIPLE DRIV
ERS IN A LAYERED DRIVER I/O SYSTEM（階層状ドライバＩ／Ｏシステムにおいて多数のド
ライバによるＩ／Ｏ要求の再処理を可能にするファイル・システム・プリミティブ）と題
する米国特許出願第０８／２３９，５９３号（以後「リパーズ・ポイント出願」と呼ぶ）
において見出すことができる。その内容は、この言及により本願にも含まれるものとする
。次に図７を参照し、アクティブ・マウント・ポイント属性として用いて好適な属性の基
本構造を示す。図７に示すアクティブ・マウント・ポイント属性は、タグ１７０および値
１７２から成る。
【００６０】
アクティブ・マウント・ポイントは特定のドライバによって処理するので、本発明の範囲
内に該当する実施形態は、特定のドライバをアクティブ・マウント・ポイントのオーナー
として識別する手段を備える。アクティブ・マウント・ポイントに関与するＩ／Ｏ要求の
少なくとも一部を処理するドライバとして、特定のドライバを識別するいずれの機構でも
、このような手段に使用可能である。アクティブ・マウント・ポイントが図７に示す構造
を有する場合、このような手段は、例えば、タグ値１７０を備えるとよい。図７に示すア
クティブ・マウント・ポイントでは、タグ１７０は、当該アクティブ・マウント・ポイン
トのオーナーのＩＤを含むデータ・ワードである。タグは、アクティブ・マウント・ポイ
ントのオーナーを識別可能にするように割り当てなければならない。このようにタグを割
り当てる機構であれば、いずれでも利用可能である。例えば、どのシステムにドライバを
インストールするかには拘らず、同じタグを常に同じオーナーのドライバと関連付けるよ
うに、タグを割り当てることができる。例えば、タグ値のブロックを種々のドライバ製造
業者に割り当てる、中央リポジトリまたはクリアリング・ハウスがあるとよい。この場合
、ドライバ製造業者は、タグを特定のドライバに割り当てることができる。タグ値を多く
とも単一のドライバに関連付けさせるような機構であれば、他のあらゆるものも使用可能
である。あるいは、動的にローカル・タグ値を割り当て、ドライバのインストール中にタ
グ値をシステムによって割り当てるようにすることも可能な場合がある。アクティブ・マ
ウント・ポイントのオーナーを識別可能とするあらゆる機構を、タグ値を割り当てるため
に使用することができる。
【００６１】
　図７に示すアクティブ・マウント・ポイントは、オーナー制御の値フィールド１７２も
含む。オーナー制御の値１７２は、アクティブ・マウント・ポイントのオーナーが、アク
ティブ・マウント・ポイントを適正に処理するために必要な任意の種類の情報を配置し得
る場所を表わす。例えば、オーナーは、アクティブ・マウント・ポイントに出くわしたと
きに実行すべきアクションに関する決定を可能にする情報を挿入することができる。ある
いは、オーナーに、情報を取得すべきその他の場所を識別させる情報、またはどんな他の
ドライバ、システム、サブシステム等が、アクティブ・マウント・ポイントを処理するた
めに実行すべきアクションに関する判断を行うべきかを識別させる情報を、値１７２に格
納することも可能である。
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【００６２】
図７には示さないが、値１７２は、データ長インジケータによって処理することも可能で
ある。この記憶フォーマットでは、データ・フィールドの長さを格納しておき、値を完成
するにはどの位のデータを読み取らなければならないのかについて確認する。あるいは、
実施形態によっては、固定長、またはポインタまたはリンクと共に連鎖する情報のブロッ
クを利用する値を格納する方が一層効率的な場合もある。本質的に、値のフィールドを完
成するにはどの位のデータを読み取らなければならないのかを特定する機構であれば、い
ずれでも利用可能である。また、オーナー・ドライバが格納する必要があり得るデータが
どれくらいであるかについても、考慮すべきである。このような考慮は、どのようにデー
タ・フィールドを格納するか、およびデータ・フィールドの最大可能長に影響を及ぼす。
【００６３】
これより図８を参照し、図７のタグ１７０の一実施形態の更に詳細な図を提示する。図８
の実施形態では、タグ１７０は３２ビット・ワードである。図８に示すように、種々の形
式の情報をワードにエンコードする。基本的に、図８のタグは、３つの異なるエリアに分
割する。ビット０～１５はタグ値１７４に割り当てる。これらのビットは、ドライバを作
成する会社が、一意のタグ値を割り当て、彼らのドライバをアクティブ・マウント・ポイ
ントのオーナーとして識別するために利用可能である。既に説明したように、このような
値は、中央の機関によって割り当てることができ、あるいは種々の手順およびプロトコル
を用いて、システムによって動的に割り当てることも可能である。ドライバがアクティブ
・マウント・ポイントのオーナーをそれ自体であると識別できる限り、タグ値１７４を割
り当てる機構としていずれでも利用可能である。ビット１６～２８は、予約フィールド１
７６から成る。これらのビットは、今後の使用のために確保しておく。図８では１７８と
して示すビット２９は、名称代理フラグ（name surrogate flag）である。このビットを
セットすると、ファイルまたはディレクトリは、システム内の別の名称付きエンティティ
を表わすことになる。これによって、ファイルまたはディレクトリが、他の名称付きエン
ティティの代理として作用することが可能となる。
【００６４】
図８では１８０として示すビット３０は、高レイテンシ・ビットである。１にセットする
と、このタグを有するファイルまたはディレクトリは、データの最初のバイトを検索する
のに長いレイテンシを有するものと考えられる。既に説明したように、本発明は、あらゆ
るデバイスの名称空間も、他のあらゆるデバイスの名称空間に移植するために使用可能で
ある。状況によっては、ユーザまたはプログラムが移植部分にアクセスしたときに、要求
を行った時点から最初のデータ・バイトが戻ってくるまでに高いレイテンシが生ずる場合
がある。このような状況に出くわす可能性があるのは、例えば、アクティブ・マウント・
ポイントがある記憶場所から媒体を検索し、その媒体をデバイスにマウントし、データを
読み取ることができるように媒体を位置決めしなればならない場合である。これは、例え
ば、テープ・サイロ（tape silo）を他のデバイスの名称空間に移植した場合であろう。
同様の状況は、インターネットまたはその他のネットワークのデータ・プロバイダを、デ
バイスの名称空間に移植する場合に、生ずる可能性がある。インターネットからデータを
検索するためには、デュアル・アップ・ライン上で接続を確立するために、アクティブ・
マウント・ポイントが必要となる場合がある。これは、レイテンシ・ビットを必ずセット
することになる程のレイテンシを招く可能性がある。
【００６５】
図８では１８２で示すビット３１は、アクティブ・マウント・ポイントのオーナーがMicr
osoftドライバであることを示すために予約してある。セットすると、オーナー・ドライ
バがMicrosoftドライバであることを、他のドライバに確認させることができる。このフ
ラグを含ませることによって、オペレーティング・システムは、内部ドライバに関連する
タグを素早くソートすることができ、更に他のものが、それに属さないドライブを素早く
ソートすることができる。図８に示す構造は、先に言及し本願にも含まれるものとした、
リパーズ・ポイント特許出願に記載されているリパーズ・ポイント属性との使用にも好適
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な場合もある。
【００６６】
次に、図９を参照し、本発明の一実施形態の更に詳細な図を提示する。この実施形態では
、クライアント・プロセス１８４は、矢印１８８で示すように、システム・サービス１８
６にコールすることによって、Ｉ／Ｏ要求を開始する。Ｉ／Ｏマネージャ１９０は、Ｉ／
Ｏ要求１９２をＩ／Ｏサブシステムのドライバに送出する。図９では、Ｉ／Ｏ要求１９２
は、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ１９４、ファイル・システム・ドライバ
１９６、およびデバイス・ドライバ１９８間で受け渡されるものであることがわかる。し
かしながら、前述のように、実施形態によっては、Ｉ／Ｏ要求１９２は、当該Ｉ／Ｏ要求
に直接関与するドライバにのみ導出する場合もある。Ｉ／Ｏ要求１９２は、ドライバ間で
個々のＩ／Ｏ要求を受け渡すいずれかの機構とすればよい。このような機構は、直接関数
コール、メッセージおよびその他の機構で構成することができる。Ｉ／ＯシステムがWind
ows　NTの一部である場合、Ｉ／Ｏ要求１９２は、既に説明したようにＩＲＰ内に組み込
むことができる。
【００６７】
Ｉ／Ｏ要求の処理中にアクティブ・マウント・ポイントに出くわした場合、デバイス・ド
ライバＡは、デバイスＡ２００上のディレクトリまたはファイルが、関連するアクティブ
・マウント・ポイント属性を有することを認識する。アクティブ・マウント・ポイント属
性の検出時に、デバイスＡは適切なアクティブ・マウント情報を抽出し、この情報を次の
階層状ドライバに戻す。このプロセスは、図９において、アクティブ・マウント・ポイン
ト情報２０２によって示す。アクティブ・マウント・ポイント２０２は、例えば、タグと
、恐らくデバイス・ドライバ１９８が出くわすアクティブ・マウント・ポイントの値とか
ら成る。
【００６８】
ファイル・システム・ドライバ１９６がアクティブ・マウント・ポイント情報２０２を受
け取ると、それをアクティブ・マウント・ポイントとして認識する。ファイル・システム
・ドライバ１９６がそのように構成してある場合、ファイル・システム・ドライバ１９６
はタグをチェックし、アクティブ・マウント・ポイントを処理する役割を担うのでないこ
とを確認する。この例では、しかしながら、アクティブ・マウント・ポインタは、アクテ
ィブ・マウント・ポイント・ドライバ１９４によって処理する。したがって、ファイル・
システム・ドライバ１９６はアクティブ・マウント・ポイント情報２０２を次に高い層の
ドライバに渡す。他のドライバがアクティブ・マウント・ポイント・ドライバ１９４とフ
ァイル・システム・ドライバ１９６との間にある場合、各ドライバはアクティブ・マウン
ト・ポイント情報２０２を受け取り、タグを検査して、アクティブ・マウント・ポイント
を処理する役割を引き受けるのか否か確認する機会を有する。
【００６９】
しかしながら、最終的には、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ１９４がアクテ
ィブ・マウント・ポイント情報２０２を受け取る。次いで、これは、それ自体をアクティ
ブ・マウント・ポイントのオーナーとして認識し、適切な処置を講じて、Ｉ／Ｏ要求の完
了を促進するために必要なあらゆるアクションを遂行する。例えば、アクティブ・マウン
ト・ポイントがリムーバブル媒体デバイスの名称空間を移植している場合、アクティブ・
マウント・ポイント・ドライバ１９４は、読み取りまたは書き込みのために適切な媒体を
突き止め、選択し、マウントし、配置するために新たな要求を発生しなければならない可
能性がある。次いで、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ１９４は、Ｉ／Ｏ要求
を発行し、クライアント・プロセス１８４が開始したＩ／Ｏ要求１９２を完了する。Ｉ／
Ｏ処理のために媒体をマウントし媒体を位置付けるためにアクティブ・マウント・ポイン
ト１９４を必要とする場合、実施形態は媒体をマウントする手段を備えればよい。このよ
うな手段は、アクティブ・マウント・ポインタ・ドライバ１９４が適切なデバイス上に適
切な媒体をマウントする際に使用するいずれの機構でもよい。ＣＤジュークボックス、テ
ープ・サイロ等は全て、これらの機能を達成するために活性化することが必要なインター
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フェースを有する。典型的に、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ１９４は、別
のドライバまたはシステムを介して、これらの機能にアクセスする。
【００７０】
アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ１９４は、アクティブ・マウント・ポイント
に出くわした場合に実行する必要があるアクションを決定するので、アクティブ・マウン
ト・ポイント・ドライバ１９４は、アクションを選択する手段を有することができる。こ
のような手段は、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ１９４に、クライアント・
プロセス１８４からのＩ／Ｏ要求の処理に対して、更に開始または完了すべきアクション
または複数のアクションを決定させる機構であればいずれでもよい。前述のように、実行
するとよいアクションを決定するためには、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ
は、種々のドライバ、情報ソース、プロセス、システム、サブシステム等を利用すること
ができる。これら種々の項目を図９に示す。例えば、情報は、環境変数２０４のような、
種々の環境変数から得ることができる。環境変数２０４は、アクティブ・マウント・ポイ
ント・ドライバ１９４が動作する環境に関する情報のあらゆるソースを代表する。このよ
うな環境変数は、日時、システムのハードウエア構成、あるいは動作環境またはシステム
に関するその他のあらゆる情報等の種々のシステム・レベルの情報を含むことができる。
環境変数２０４から情報を取得することに加えて、情報は、アクティブ・マウント・ポイ
ント・プロセス２１０に関連するデバイスＢ２０６のようなその他のソース、またはその
他のデバイス、システム、ドライバ２１２から得ることも可能である。
【００７１】
情報を提供することに加えて、他のデバイス、システム、ドライバ、関連するプロセス等
は、決定プロセスにも参加することができる。したがって、アクションを選択する手段は
、その他のデバイス、システム、ドライバ、関連するプロセス等を含むこともできる。こ
のような状況では、アクティブ・マウント・ポイント・ドライバ１９４は、適切なエンテ
ィティに要求を行うか、あるいは制御を引き渡し、当該エンティティが発生したあらゆる
応答または結果を受け取る。したがって、アクションを選択する手段は、アクティブ・マ
ウント・ドライバ１９４内だけでなく、本発明が動作するシステムまたはネットワーク全
体にわたるその他のエンティティ内にも常駐するとよい。関連するアクティブ・マウント
・ポイント・プロセス２１０との通信を、要求２１４、矢印２１６、矢印２１８、および
応答２２０によって表わす。デバイス・ドライバ２０８を介したデバイス２０６との通信
を、要求２２２および応答２２４で示す。他のデバイス、システムおよびドライバとの通
信は、要求２２６および応答２２８によって示す。アクティブ・マウント・ポイント・ド
ライバ１９４は、他のエンティティを用いて所望の機能を遂行する場合に、１つのソフト
ウエア・コンポーネントが他のソフトウエア・コンポーネントにコールまたはアクセスす
る際に利用可能なあらゆる種類の機構を利用できることは当業者には認められよう。この
ようなコールまたはアクセスは、ローカルであったり、あるいは先に説明したようにネッ
トワークや他の通信会社を通じてのリモートであることもあり得る。
【００７２】
図９は、本発明の追加の一面も示す。この一面は、アクティブ・マウント・ポイント・ド
ライバ１９４が、リモート・ディスクのようなリモート・データ・ソース、他の記憶媒体
、あるいはインターネットまたはイントラネットのようなデータ・パイプからのデータに
アクセスするという場面を検討することによって、説明することができる。このような状
況では、ユーザがリモート位置からの情報にアクセスしたい場合、アクティブ・マウント
・ポイントを利用して、リモート・デバイスの名称空間をローカル・デバイスの名称空間
に移植することができる。次いで、ユーザは、リモート・データにアクセスするために特
別なアクションを実行することなく、透過的にデータにアクセスすることができる。この
ような状況では、リモート・データのローカル・キャッシュを作成し、リモート・データ
へのその後のアクセスを高速化することが望ましい場合もある。例えば、恐らく、アクテ
ィブ・マウント・ポイント・ドライバ１９４は、ユーザがアクセスした種々のリモート・
データを検索したり、当該アクティブ・マウント・ポイント・ドライバは、ユーザが近い
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シュし、次のアクセス時にデータへのアクセスを迅速化することができる。このプロセス
は、図９では、デバイスＡ２００に書き込むキャッシュ・データ２３０によって示す。デ
ータをキャッシュした後、アクティブ・マウント・ポイントに出くわした場合、アクティ
ブ・マウント・ポイント・ドライバ１９４が、リモート位置からデータを検索するために
必要なレイテンシを発生する代わりに、デバイスＡ２００から情報を検索することが可能
となる。この特徴を組み込んだ実施形態は、第１デバイスからアクセスしたデータをキャ
ッシュする手段を備え、第１デバイスにそれ以上アクセスすることなく、情報を検索でき
るようにするとよい。
【００７３】
要約すると、本発明は、１つのデバイスの名称空間を他のデバイスの名称空間に移植する
場合に、任意のアクションを実行するロバスト性の高い機構を提供する。本発明は、アク
ティブ・マウント・ポイントの概念を用い、アクティブ・マウント・ポイントを横断した
ときに、システムにあらゆる所望のアクションを実行することを可能にする。このような
アクションは、データの読み取りまたは書き込み、媒体のマウント等のような従来からＩ
／Ｏ要求に関連するアクションだけでなく、Ｅ－メールの送信、プロセスの実行開始、オ
ーディオＣＤのマウントおよび演奏、あるいはシステム内においてソフトウエアによって
開始または完了することができるその他のあらゆる種類のアクションのような、通常では
Ｉ／Ｏ要求に関連のないアクションも含むことができる。この機構は非常にロバスト性が
高いので、当初の設計者が予想しないような場面への拡張を可能とし、しかも現在の実施
態様に不当なインパクトを与えることもない。
【００７４】
本発明は、その精神または本質的な特徴から逸脱することなく、他の特定的な形態におい
ても具体化することができる。記載した実施形態は、いかなる観点においても、限定では
なく例示として見なすべきである。したがって、本発明の範囲は、前述の説明ではなく、
添付した請求の範囲によって示すものとする。特許請求の範囲の均等の意味および意味に
該当する全ての変更は、その範囲に包含するものとする。
【図面の簡単な説明】
【図１】　１つのデバイスの名称空間の別のデバイスの名称空間への移植を示す図である
。
【図２】　本発明に適した動作環境を備えたシステムの一例である。
【図３】　複数の階層状ドライバを有するＩ／Ｏシステムの一例である。
【図４】　本発明の一実施形態の上位図である。
【図５】　特殊な属性に出くわした場合に、制御を特定のドライバに渡すことを示す図で
ある。
【図６】　本発明と共に用いて好適な属性のリストである。
【図７】　アクティブ・マウント・ポイント属性の一実施形態の図である。
【図８】　アクティブ・マウント・ポイント属性のタグの一実施形態を示す図である。
【図９】　本発明の別の実施形態の上位図である。
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